
Ｎ Ｏ 教 科 科 目 名 単 位 数 必修・選択の別 

１０９ 芸 術 書道Ⅰ ２ 選択必修 

開講年次 選択群 系 列 使 用 教 科 書 ・ 教 材 

１ 

音楽Ⅰ 

美術Ⅰ 

書道Ⅰ 

なし 新編 書道Ⅰ（大修館書店） 

目        標 

書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わ

る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識及び技能 思考力、表現力、判断力 学びに向かう力、人間性 

書の表現の方法や形式，多様性などに

ついて幅広く理解するとともに，書写能

力の向上を図り，書の伝統に基づき，効

果的に表現するための基礎的な技能を

身に付けるようにする。 

書のよさや美しさを感受し，意図に基づ

いて構想し表現を工夫したり，作品や書

の伝統と文化の意味や価値を考え，書の

美を味わい捉えたりすることができる

ようにする。 

主体的に書の幅広い活動に取り組み，

生涯にわたり書を愛好する心情を育む

とともに，感性を高め，書の伝統と文化

に親しみ，書を通して心豊かな生活や社

会を創造していく態度を養う。 

単元・作品名  学 習 内 容 到 達 度 目 標 

前 
 

 
 

 
 

期 

書道で学習すること 

 

①漢字の書の学習 

 

 

楷書の学習 

・九成宮醴泉銘 

・孔子廟堂碑 

・雁塔聖教序 

・顔氏家廟碑 

・牛橛造像記 

行書の学習 

・蘭亭序 

・風信帖 

②篆刻と落款 

・書道の三分野を確認し、書

写と書道の違いを確認す

る。 

・書体の変還、書の学習法、

拓本に関する知識の理解

を図る。 

・様々な古典を鑑賞し、その

よさや美しさ、書風を直

観的に捉え味わう。 

・それぞれの古典の特徴と

用筆・運筆を理解し、臨書

する。 

 

 

・書作品に押すための雅印

を制作する。 

・書道の三分野と臨書・鑑賞・創作の学習方法が理解できた。 

・書道への関心・意欲を高め、理解を深めることができた。 

・漢字には五つの書体があることを学習し、その成立過程を理解す

ることができた。 

・臨書の意味や方法、拓本に関する基礎的な知識を身につけること

ができた。 

・様々な古典を鑑賞し、それぞれの時代背景や人物、書風の特徴を

捉え、用筆・運筆との関わりについて理解することができた。 

・古典の臨書を通して、基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や

構成を生かした表現ができた。 

・臨書をとおして意図に基づいて表現するための基礎的な技能を身

につけることができた。 

 

 

・落款の歴史や意味、種類について理解することができた。 

・篆刻の用具・用材、手順について理解することができた。 

後 
 

 
 

 
 

期 
③仮名の書の学習 

 ・仮名の成立 

 ・仮名の用具・用材 

 ・仮名の基本的な筆使い 

 ・平仮名の単体 

 ・連綿 

 ・高野切第三種 

 ・散らし書き 

 

④漢字仮名交じりの書の学習 

 ・古典を生かした表現 

 ・漢字と仮名の調和 

 ・紙面構成、用具・用材の工夫 

⑤硬筆 

・我が国独自の仮名の書の

成立過程を学び、字源に

ついて理解する。 

・仮名の基本的な筆使い、平

仮名の単体、連綿の筆使

いに慣れ、基本的な用筆

法を練習する。 

・平安時代の代表的な古筆

を臨書する。 

・自分の好きな言葉や語句

で、学習した古典の表情

を生かし紙面構成を工夫

して創作する。 

・硬筆の練習をする。 

・仮名の成立と変遷を理解し、日本独自の仮名の書の美しさを味わ

うことができた。 

・仮名の用具・用材の特徴を理解し、基本的な筆使いを身につける

ことができた。 

・古筆の美について理解し、用筆・運筆・字形の取り方などを意識

して臨書することができた。 

・散らし書きの構成について理解して練習することができた。 

 

 

・漢字仮名交じりの書の変遷について理解することができた。 

・古典の表情を生かして、漢字と仮名を調和させることができた。 

・文字の大きさや配列など、紙面の構成を工夫することで表現に変

化をつけられることを理解し、意図に合った表現をすることがで

きた。 

・日常生活で使う文字を正しく整えて書くよう気を付けて練習する

ことができた。 

取得可能な検定や資格 

 

 


